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研究要旨：われわれの主な研究目的は、①被災地住民の飲酒実態の把握、②被災地で被災者の健
康管理にあたる保健師など支援者への飲酒量低減技法（ブリーフ・インターベンションと集団節
酒指導）指導の技術移譲と効果検証、③被災者に配布する「アルコールとうつ」に関する啓発小
冊子の作成である。二年度目の本年度は、被災地釜石市に赴きわが国のアルコール問題の現状と
飲酒量低減指導に関する研修会を開催するとともに、支援者のアルコール問題対策として被災者
の支援に当たる職員で危険な飲酒あるいは有害な飲酒の疑われる者（延べ 24 名）を対象に飲酒量
低減指導を実施し、地元の保健師（延べ 42 名）に技術移譲を試みた。また、被災地域住民に対し
アルコール問題とうつ病を啓発する小冊子「からだとこころの健康～うつとアルコール～」を作
成し配布した。啓発用小冊子では、うつ病の症状や薬物治療、認知行動療法について平易に解説
すると同時に、平成 14 年と平成 25 年の健康調査（健康かまいし 21）に含まれている飲酒状況に
関する調査結果を分析し、多量飲酒者（1 週間に日本酒換算 21 合以上の飲酒者）の出現頻度が平
成 14 年 2.77%で、平成 25 年 2.94%と若干増加はしているが、有意差には至らないことを述べた。
最終年度は、過量飲酒者に対する二次予防と同時に被災地域住民や医療従事者に対しアルコール
問題の啓発、教育を行う計画である。 
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Ａ. 研究目的 

 東日本大震災の被災地では、その心理的スト

レス、失職、あるいは仮設住宅への転居など生

活環境の変化から、被災者のみならず支援に当

たる立場の者にも飲酒量の増加が懸念されて

いる。また、阪神大震災での経験から、これま

で事例化していなかった潜在的なアルコール

依存症患者が、仮設住宅のように密集して建て

られ、また周囲の目も届きやすい構造や環境の

中で顕在化することも懸念されている。飲酒量

が一定量以上に増えると身体の健康被害のみ

ならず、交通事故などの事故やうつ病などの精

神的な不調、人間関係、家庭内や職業上の問題

にまでその害が及び、個人、家庭、職域いずれ

においても、その健康、機能、活力を失わせ、

被災地域復興の妨げにもなると懸念される。 

 われわれは、被災地におけるアルコール問題

の実態を把握するとともに、被災地住民のアル

コール問題に対する有効な二次予防としての

介入技法を検討し、実践し効果検証することを

研究目的とした。 

二年度目の本年度は、具体的に１）被災地釜

石市で直接住民の健康管理に当たる保健師、看

護師などを対象にアルコール問題の現状と飲

酒量低減指導（ブリーフ・インターベンション

と集団節酒指導）に関する研修会を開催し、２）

被災者の支援に当たっている者で、危険な飲酒

あるいは有害な飲酒にあたる飲酒者に対して、

飲酒量低減指導をわれわれが実施し、支援者の

アルコール問題の二次予防と保健師し飲酒量

低減指導技法の技術移譲を目指した。３）また、

被災地域住民にアルコール問題とうつ病を啓

発する小冊子「からだとこころの健康～うつと

アルコール～」を作成した。 

  



Ｂ．研究方法 

①被災地での飲酒量低減指導 

 今年度は、被災地釜石市で被災者の健康管理

に携わる保健師に対して飲酒量低減指導の技

術移譲を行うための研修会を４回に亘って行

った。 

 第 1 回目の釜石市訪問調査・支援活動 5 月

16 日～18 日（杠、石丸、角南、阿部） 

5 月 17 日：平成 25 年度釜石アルコール早期介

入研修会には、釜石地区の保健師 18 名が参加

したが、半数の 9 名は今年度からの配属であっ

た。 

10 時～12 時：アルコール使用障害の現状と予

防についての講義  

13 時 30 分～13 時 45 分：ブリーフ・インター

ベンションのコツについて講義 

13 時 45 分～15 時：ロールプレイ（二人一組） 

15 時～15 時 30 分：まとめ 

 

 第２回目の釜石市訪問調査・支援活動 9 月

5 日～7 日（杠、石丸、阿部） 

9 月 5 日 16：30～18：00：被災者の支援に

当たり危険な飲酒あるいは有害な飲酒が疑わ

れる職員6名に対するHAPPYプログラムを用

いた集団での節酒指導の実演及び市保健師 5

名の見学及び市保健師への介入技法の解説 

9 月 6 日 13：00～14：30：被災者の支援に

当たり危険な飲酒あるいは有害な飲酒が疑わ

れる職員5名に対するHAPPYプログラムを用

いた集団での節酒指導の実演及び市保健師 1

名の見学及び市保健師への介入技法の解説 

 

 第 3 回目の釜石市訪問調査・支援活動 10

月 24 日～26 日（杠、石丸、阿部、岩﨑） 

10 月 24 日 16：30～18：00：被災者の支援

に当たり危険な飲酒あるいは有害な飲酒が疑

われる職員9名に対するHAPPYプログラムを

用いた集団での節酒指導の実演及び市保健師 9

名の見学及び市保健師への介入技法の解説 

10 月 25 日 10：00～11：40：被災者の支援

に当たり危険な飲酒が疑われる職員 1 名に対

する HAPPY プログラムを用いた節酒カウン

セリングの実演及び市保健師 7 名の見学及び

市保健師への介入技法の解説 

 

 第 4 回目の釜石市訪問調査・支援活動 12

月 19 日～21 日（杠、石丸、阿部、壁屋） 

12 月 19 日 17：30～19：00：被災地地域住

民に対する HAPPY プログラムを用いた集団

での節酒指導を予定していたが、予定していた

参加者の来所なく、市保健師 2 名と研究計画に

ついて打ち合わせ。 

12 月 20 日 13：30～15：00：被災者の支援

に当たり危険な飲酒あるいは有害な飲酒が疑

われる職員3名に対するHAPPYプログラムを

用いた集団節酒の実演及び市保健師 2 名の見

学及び市保健師への介入技法の解説。 

 

②被災地地域住民向けの啓発用小冊子の作成 

 今年度は、被災地域住民向けの「からだとこ

ころの健康～うつとアルコール～」全 12 項を

作成した。内容は、うつ病のスクリーニングテ

ストや診断基準を用いながら症状について平

易に解説し、薬物治療や認知行動療法について

も触れた。アルコール問題については、釜石市

で震災前後の平成14年と平成25年に行われた

健康調査（健康かまいし 21）に含まれている

飲酒状況に関する調査結果を紹介した。また、

過量飲酒による健康被害や節酒のコツについ

て簡単に触れ、詳細は研究分担者が作成した教

育用小冊子「知っていますか？アルコールのこ

と」を参照するよう勧めた。 

 

Ｃ．研究結果 

 今年度は、被災地釜石市において研修会と同

時に、集団節酒指導の実演を被災者の支援に当

たり危険な飲酒あるいは有害な飲酒が疑われ

る職員を介入の対象にして行い、支援者のアル

コール問題の二次予防とともに飲酒量低減指

導の技術移譲を行った。保健師延べ 42 名が研



修に参加し、被災者の支援に当たり危険な飲酒

あるいは有害な飲酒が疑われる職員延べ 24 名

が飲酒量低減指導を受けた。 

 また、「からだとこころの健康～うつとアル

コール～」を作成するに当たり、震災前後の平

成14年と平成25年に釜石地区で行われた健康

調査の中の飲酒調査の分析を行った。平成 14

年の調査（無作為抽出 4,000人、回収率 41.4%）

と平成 25 年に行われた調査（無作為抽出 4,000

人、回収率 30.6%）で 1 週間に日本酒換算で

21 合以上の多量飲酒をする者の割合は、平成

14 年調査時が 2.77%で、平成 25 年が 2.94%と

若干増えているようにも見えるが、有意差は認

めなかった。 

 

Ｄ．考察 

 今年度は、アルコール問題のわが国の現状と

飲酒量低減指導に関する研修会を開催すると

ともに、主に被災者の支援に当たる職員で危険

な飲酒あるいは有害な飲酒が疑われる者を対

象に飲酒量低減指導を実演し、技術移譲を試み

た。被災地地域住民を対象とした飲酒量低減指

導も試みようとしたが、地域住民で飲酒量低減

指導に関心を向けるものは少数見られたが、実

際に参加する者はいなかった。被災地域でアル

コール問題の二次予防を行う際も、過量飲酒は

健康被害をもたらすこと、飲酒量低減はそれ程

無理なくできること、飲酒量低減によって様々

な健康被害のリスクを低減できることなどを

予め啓発する必要があることを改めて認識し

た。最終年度は、被災地域の医療従事者や被災

地域の住民に対する啓発活動を行いながら、飲

酒量低減指導の被災地域での普及と保健師な

ど支援者への技術移譲、さらには飲酒量低減指

導の効果検証に努めたい。 
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